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VOL7月23日（第3277回）7月第4例会プログラム .4
●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 四つのテスト

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●新会員卓話 三輪　護会員

●にこにこBOX　　　　　　　　　　　 S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●ロータリーソング 我等の生業

恭士

仲間と共に、歴史を繋ぐ

【建築家・吉川直行の作品紹介‒ その 4】
常総市に建つ木造２階建ての住宅です。あれあれ？ 2 階が
斜めにねじれていますね！無駄にかっこいい、びっくりす
るような変わった外観がクライアントの希望でした。この
家には外から見えない中庭も隠れていてプライバシーも確

保されています。「内
部はどうなっている
のだろう？」と来客
は玄関からワクワ
ク！住み手のご家族
も「早く家に帰りた
くなる家」だと生活
を楽しんでいます。



前回の例会報告前回の例会報告前回の例会報告

69期事業計画

青少年奉仕委員会
沼尻　大 青少年奉仕委員長

事業計画
１.地域青少年育成と支援事業
　■　体験型こども食堂の設営
と実施
　■　地区事業のＲＹＬＡへの
参加
　■　地域の青少年との各種交
流・育成事業への参加
２.土浦ローターアクトクラブの支援と協同した事
業の構築
委員長所見
次世代を担う若年層（青少年）の成長において早
くから「ロータリーの精神」に触れさせ、スキル
や人格を養いながら、様々な経験をさせ視野を広
げさせることはとても重要であると考えておりま
す。
我々ロータリアンが青少年奉仕活動として、若年
層に対して奉仕のこころ、高い道徳的規準、倫理
観、世界平和といったロータリーの基本的価値観
を伝え聞かせ、リーダーシップや良き市民として
の資質を養う人財育成（ひとづくり）が、住み暮
らすこの地域の未来に明るいヒカリを灯します。
少子高齢化・多様化による労働者不足などに伴う
社会の急激な変化とともに、次世代を担う指導者
の育成が急務となっている中、ロータリアンとし
て、住み暮らすこの地域の未来を見据え、若年層
（青少年）に対して「何をすべきか？」、「何を
しなければならないか？」をしっかり考え、行動
をさせていただきます。

国際奉仕委員会
藤澤　昭彦 国際奉仕委員長

事業計画
１．台北陽明ＲＣの５０周年式
典にむけての訪台団結成と訪問
事業の実行。
２．この指とまれ事業の調査。
委員長所見
１．台北陽明ＲＣの周年式典は
５０回目を迎える節目の年とな
ります。多くの訪台団参加者を以って訪問し、次
年度の当方の７０周年のＰＲも兼ね「記念」ムー
ドを醸成したいと考えております。
２．この指とまれ事業の主体者となれるか、米山
奨学生のオティクさんに情報をもらいつつ、でき
ることがあるか模索し、可能であれば実行したい
と考えております。

ＳＡＡ委員会
鈴木　亮 ＳＡＡ委員長

事業計画
土浦ロータリークラブの伝統と
格式を維持・向上できるよう、
和やかな中にも厳かで緊張感の
持続する例会運営を推進してま
いります。
1．会長、幹事をはじめとし、
プログラム委員会・親睦活動委員会等と密な連携
を心掛け、スムースな例会運営を図る。
2．例会中の私語や会場出入りについては極力自粛
いただけるよう、会員に協力を仰ぐ。又、必要と
認められる場合には個別に注意喚起する。
3．ニコニコボックスが奉仕活動の財源であること
の理解を深め、会員全員が率先してニコニコで活
動報告を行えるよう努める。ニコニコボックスの
目標額は230万とする。
4．例会の開始・終了時間の厳守はSAAの責務で
あることを委員会メンバー全員で認識し、緊張感
をもって会場監督にあたる。
5．卓席ごとに花を設置し、例会に気品を添える。
委員長所見
ロータリークラブの出発点と帰結点は毎回の例会
にあります。例会はクラブの鏡であることを認識
し、土浦ロータリークラブが68年以上に渡り、醸
成してきた素晴らしい伝統を受け継ぎ、更に格調
高い運営を目指して委員会メンバーと協力して会
場監督に努めます。
会員、来賓、ビジター全ての人に有意義な時間を
お過ごしいただけるよう、細心の注意を払って例
会を運営していきたいと思います。

米山奨学記念委員会
鶴田　一郎 米山奨学記念委員長

事業計画
１．奨学生との交流活動
　①継続の奨学生を受け入れて
いるので、引き続き奨学生
と良好な関係を構築するた
めのイベントを企画・実施
する。

　②サポートクラブである阿見ロータリークラブ
への訪問を企画する。

２．寄付推進
　①米山月間に例会入り口にカウンターを設置し
寄付を募る。

　②寄付目標
　　　普通寄付　　　　５，０００円×４４名
　　　特別寄付　　　３０，０００円×４４名
　　　クラブ寄付　２００，０００円
３．事業への理解促進及び広報活動
　　米山月間に事業への理解促進のための卓話を
企画する。
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例会の様子例会の様子

委員長所見
土浦ロータリークラブの伝統を守り、今年も一人
３万円以上の特別寄付を募ります。
また、今年は継続の奨学生を受け入れているの
で、さらに親睦を深めるため、カウンセラーと協
力して様々なイベントを企画したいと考えていま
す。
米山奨学会は、平和を求め日本との架け橋になる
人を支援するために立ち上げられた事業です。か
かる事業への理解促進及び広報活動を行っていき
ますので、一緒に勉強していきましょう。

会計委員会
三輪　護 会計委員長

事業計画
予算執行を的確に行い、円滑な
クラブ運営に貢献する。
委員長所見
承認された予算に基づき、運営
資金・奉仕活動資金の執行につ
いて効率的かつ厳正に管理して
まいります。

社会奉仕委員会
金澤　幸江 社会奉仕委員長

事業計画
【環境保全】
１，ロータリー財団地区補助金活用事業（水郷公
園ベンチ補修）
２，市内クリーン活動への参加協力
【人間尊重】
１, ENDポリオ募金活動
２，児童養護施設「茨城道心園」への寄付
３，かすみがうらマラソンへの支援金・ウォーキ
ング部門への協力
４，地元友好奉仕団体・まちづくり団体への資金
協力
委員長所見
私達の地域に寄り添い、福祉・教育・環境保護活
動の支援などを通して地域貢献していきたいと考
えます。
土浦ロ―タリークラブが大切に守り継続してきた
事業を真摯に継承し、新たな地域連携・地域活動
も行えるよう会員の皆様の協力のもと、楽しく活
動したいと思います。

職業奉仕委員会
菅井　歩美 職業奉仕委員長

事業計画
１．職業奉仕月間に地区委員長に卓話を依頼す
る。
２．土浦市主催の健康まつりに会員による健康相
談で参加する。
３．職場見学を実施する。状況により無理のない
範囲で確かめる催しを開催する。
委員長所見
職業奉仕は、ロータリークラブの基本概念である
ことを念頭に活動する。クラブ内の事業ばかりで
はなく、対外的な活動も行う。

奉仕プロジェクト委員会
平島　隆之 奉仕プロジェクト委員長

事業計画
第６９期 鈴木敏之会長からのメッセージ「仲間と
共に、歴史を繋ぐ」を背景に、ロータリークラブ
の活動の根幹である五大奉仕（ファイブ・アベ
ニュー・オブ・サービス）のうち、４つの奉仕
「職業奉仕」「社会奉仕」「国際奉仕」「青少年
奉仕」について、当クラブの伝統と歴史に沿って
計画・実施する。 ４つの委員会における活動の具
体化は、各委員長に一任する。
委員長所見
第６９期 鈴木敏之会長が各委員会に示された活動
指針を受け、その実現に向けて活動していく所存
です。

職業分類・会員選考委員会
大場　傳美 職業分類・会員選考委員長

事業計画
1.現在の社会情勢に適応した職業分類に基づき、
ロータリー活動に賛同する会員の獲得を目指しま
す。
2.職業分類表を確認し、充填・未充填を整理す
る。
3.新分野の職業分類を必要に応じて関係委員会と
検討する。
4.推薦された会員候補については、慎重に調査し
理事会に報告する。
委員長所見
現在に適応した職業分類に基づき、関係委員会と
協力して会員増強に繋げたい。



格調高く、和やかに　  S.A.A

おすすめスポット
しょうわ家族グループの新規事業、ミチテラスばんそう舎は、B 型就労継続支援
事業所として運営する自家焙煎珈琲豆の専門店です。利用者が一つひとつ心を込
めて焙煎し、新鮮で香り高い珈琲豆を提供。地域とともに成長し、障がいのある

方々の自立と社会参加を応援します。
豊かな味わいと社会貢献が両立する珈
琲をぜひお楽しみください。

福祉サービス
　

髙橋　宏成（1962年生まれ） 会員自己紹介
コーナー

7/16計23,000円 累計188,000円
にこにこBOX

7/16　計9,000円 累計44,000円
土浦RCガンバレ運営BOX

例 会 予 告 7/30 休会
8/6 第2回理事会(11:30～)　会長挨拶　各種お祝い　「ロータリーの友」の紹介
8/13 休会

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率

出 席 報 告

44名 18名 25名 1名 59.09

にこにこBOX　吉川直行 SAA副委員長

出席報告　廣瀬　太 出席委員長

臼田　恭士 幹事

幹事・委員会報告

焙煎風景
利用者が介護施設の
送迎車の掃除をしてる風景


